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学
院
史
編
纂
室
共
同
研
究
報
告

　

二
〇
一
九
年
度
の
共
同
研
究
の
テ
ー
マ
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

「
宣
教
師
研
究
」

　

本
共
同
研
究
は
二
〇
一
六
年
度
よ
り
Ｗ
・
Ｒ
・
ラ
ン
バ
ス
、
Ｊ
・
Ｃ
・

Ｃ
・
ニ
ュ
ー
ト
ン
、
Ｃ
・
Ｊ
・
Ｌ
・
ベ
ー
ツ
各
宣
教
師
（
院
長
）
に

関
す
る
研
究
を
中
心
と
し
て
、
継
続
的
に
実
施
さ
れ
て
い
る
。
二
○

一
九
年
度
に
関
し
て
は
各
研
究
員
に
よ
っ
て
、
以
下
の
研
究
並
び
に

活
動
が
実
施
さ
れ
た
。

　

舟
木
主
任
研
究
員
は
、
関
西
学
院
大
学
博
物
館
で
実
施
さ
れ
た

展
覧
会
「
関
西
学
院
の
一
三
〇
年
」（
二
〇
一
九
年
九
月
二
八
日
～

一
二
月
一
四
日
）
の
図
録
『
関
西
学
院
の
一
三
〇
年　

一
八
八
九
～

二
〇
一
九
』（
関
西
学
院
大
学
博
物
館　

二
〇
一
九
年
九
月
）
に
、

主
と
し
て
関
西
学
院
創
立
前
後
か
ら
西
宮
上
ケ
原
キ
ャ
ン
パ
ス
移
転

に
至
る
経
緯
を
、
各
時
代
に
責
務
を
担
っ
た
宣
教
師
の
働
き
を
中
心

に
「
祈
り
と
信
仰
に
支
え
ら
れ
た
一
三
〇
年
」
と
題
し
て
寄
稿
し
た
。

ま
た
、
同
窓
会
関
係
で
は
関
西
学
院
に
関
す
る
歴
史
に
つ
い
て
下
記

の
講
演
を
行
っ
た
。

１
．
関
学
電
業
会
総
会
「
上
ケ
原
キ
ャ
ン
パ
ス
移
転
九
〇
周
年
を
迎

え
て
―
キ
ャ
ン
パ
ス
が
今
も
語
り
か
け
る
も
の
―
」（
二
〇
一
九

年
七
月
二
五
日
）

２
．
神
戸
支
部
総
会
「『
廃
校
か
否
か
』
の
危
機
か
ら
五
〇
年
を
迎

え
て
―
二
〇
一
九
年
新
た
な
節
目
が
持
つ
意
味
―
」（
二
〇
一
九

研
究
テ
ー
マ

研

究

員

宣
教
師
研
究

○
舟
木
　
　
讓
（
院
長
・
経
済
学
部
）

　
池
田
　
裕
子
（
学
院
史
編
纂
室
）

　
神
田
　
健
次
（
顧
問
・
名
誉
教
授
）

　
Ｄ
・
Ｈ
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年
七
月
二
七
日
）

３
．
西
宮
支
部
総
会
「
関
西
学
院
が
受
け
継
い
で
き
た
宝
の
共
有
―

創
立
一
三
〇
周
年
・
上
ケ
原
キ
ャ
ン
パ
ス
移
転
九
〇
周
年
を
記

念
し
て
―
」（
二
〇
二
〇
年
一
月
二
五
日
）

　

神
田
健
次
研
究
員
は
、『
Ｃ
・
Ｊ
・
Ｌ
・ 

べ
ー
ツ
宣
教
師
の
挑
戦

と
応
戦
』（
Ｒ
・
グ
ル
ー
ベ
ル
監
修
、
神
田
健
次
・
池
田
裕
子
編
、

関
西
学
院
大
学
出
版
会　

二
〇
一
九
年
五
月
刊
行
）
に
お
け
る
日
本

語
（
文
語
）
に
よ
る
べ
ー
ツ
論
文
の
現
代
語
訳
と
解
説
を
担
当
し

た
。
ま
た
こ
の
著
書
に
つ
い
て
、
関
西
学
院
大
学
出
版
会
の
『
理
』

（
二
〇
一
九
年
七
月
）
に
紹
介
し
た
。

　

さ
ら
に
、こ
れ
ま
で
の
宣
教
師
研
究
の
成
果
も
反
映
さ
せ
な
が
ら
、

左
記
の
よ
う
な
記
念
講
演
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
を
行
い
、
ま
た
論
文

や
エ
ッ
セ
イ
を
掲
載
す
る
機
会
が
与
え
ら
れ
た
。

１
．
神
戸
朝
祷
会
３
０
０
０
回
記
念
講
演
（
二
〇
一
九
年
八
月
二
六

日
）「
ミ
ナ
ト
神
戸
の
諸
宗
教
と
キ
リ
ス
ト
教
」

２
．「
阪
神･

淡
路
大
震
災
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」『
関
西

学
院
の
一
三
〇
年　

一
八
八
九
～
二
〇
一
九
』（
関
西
学
院
大

学
博
物
館　

二
〇
一
九
年
九
月
）

３
．
日
本
ウ
ェ
ス
レ
ー
・
メ
ソ
ジ
ス
ト
学
会
基
調
講
演
（
二
〇
一
九

年
九
月
九
日
）『
メ
ソ
デ
ィ
ズ
ム
と
エ
キ
ュ
メ
ニ
ズ
ム
―
Ｗ
・
Ｒ
・

ラ
ン
バ
ス
と
Ｃ
・
Ｊ
・
Ｌ
・
ベ
ー
ツ
を
中
心
に
―
』（『
ウ
ェ
ス

レ
ー
・
メ
ソ
ジ
ス
ト
学
会
』二
〇
号
、二
〇
二
〇
年
三
月
に
掲
載
）

４
．
ベ
ー
ツ
宣
教
師
著
作
の
出
版
記
念
特
別
講
演
（
二
〇
一
九
年

一
〇
月
一
四
日
）「 

Ｃ
・
Ｊ
・
Ｌ
・ 

べ
ー
ツ
宣
教
師
の
生
涯
と

思
想 

」（『
関
西
学
院
史
紀
要
』
二
六
号
、
二
〇
二
〇
年
三
月
）

５
．
関
西
学
院
大
学
秋
季
キ
リ
ス
ト
教
週
間
（
二
〇
一
九
年
一
〇
月

一
七
日　

三
田
、一
〇
月
一
八
日　

上
ケ
原
）の
特
別
礼
拝
メ
ッ

セ
ー
ジ
「M

astery for Service

を
生
き
る
―
べ
ー
ツ
先
生

の
歩
み
に
学
ぶ
―
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

６
．
大
学
博
物
館
特
別
講
演
（
二
〇
一
九
年
一
一
月
三
日
）「 

関
西

学
院
創
立
一
三
〇
周
年
記
念
を
迎
え
て
―
学
院
の
礎
を
築
い
た

人
び
と
―
」

７
．
法
学
部
チ
ャ
ペ
ル
「
学
院
所
蔵
の
キ
リ
ス
ト
教
美
術
の
作
品
」

（
二
〇
一
九
年
一
一
月
一
九
日
）　

８
．「
関
西
学
院
の
最
初
の
卒
業
生
」（『
関
西
学
院
成
全
会
報
』

二
〇
一
九
年
一
一
月
）

９
．『
新
修
神
戸
市
史　

生
活
・
文
化
編
』（
神
戸
市　

二
〇
二
〇
年

三
月
）
の
共
同
編
集
者
と
し
て
関
わ
り
、
関
西
学
院
に
関
す
る

叙
述
を
含
む
論
文
も
執
筆
す
る
。

　

池
田
裕
子
研
究
員
は
、
例
年
通
り
、
広
報
誌
『K

G T
O

D
A

Y

』



265

に
次
の
四
本
を
日
本
語
と
英
語
で
執
筆
し
た
。
①
「
ラ
ン
バ
ス
一

家
と
ア
メ
リ
カ
文
学
」、
“The Lam

buths and the A
m

erican 

Literature
” 

②
「
最
後
の
祈
り
」、
“Last Prayer

” 

③
「
テ
レ
ビ

出
演
」、
“C. J. L. Bates on T

elevision

” 

④
「『
公
明
正
大
』
と

ヴ
ァ
ン
ダ
ビ
ル
ト
大
学
」、
“Fair and Square, and V

anderbilt 

U
niversity

”。

　
『
母
校
通
信
』
に
は
、「
関
西
学
院
ス
ピ
リ
ッ
ト
の
生
き
証
人
～
日

米
開
戦
前
、
ベ
ー
ツ
第
四
代
院
長
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
訴
え
た
こ

と
～
」
と
「
関
西
学
院
ス
ピ
リ
ッ
ト
の
生
き
証
人
～
パ
リ
・
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
石
田
恒
信
と
河
辺
満
甕
～
」
を
執
筆
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
大
学
博
物
館
制
作
の
図
録
『
関
西
学
院
の
一
三
〇
年

　

一
八
八
九
～
二
〇
一
九
』
に
、
コ
ラ
ム
「
ベ
ー
ツ
院
長
の
原
点
～

故
郷
ロ
リ
ニ
ャ
ル
村
～
」
を
執
筆
し
た
。『
学
院
史
編
纂
室
便
り
』

に
は
、「
本
が
で
き
ま
し
た
！
」
と
「
聖
路
加
国
際
大
学
に
寄
贈
さ

れ
た
日
野
原
重
明
先
生
の
遺
品
」
を
執
筆
し
た
。

　

本
の
出
版
に
関
し
て
は
、
神
田
研
究
員
と
共
に
編
者
と
し
て
関

わ
っ
た
『
Ｃ
・
Ｊ
・
Ｌ
・
べ
ー
ツ
宣
教
師
の
挑
戦
と
応
戦
』
が
五
月

に
関
西
学
院
大
学
出
版
会
か
ら
刊
行
さ
れ
た
（
担
当
は
、第
一
部
「
翻

訳
」
と
コ
ラ
ム
「
幻
の
ベ
ー
ツ
記
念
館
」）。
さ
ら
に
、
今
年
度
末
刊

行
の
『
総
合
研
究
カ
ナ
ダ
』（
水
戸
考
道
、
大
石
太
郎
、
大
岡
栄
美

編
）
の
「
第
五
章　

日
本
の
教
育
の
近
代
化
と
カ
ナ
ダ
の
教
会
～
関

西
学
院
の
事
例
～
」
と
コ
ラ
ム
「
ベ
ー
ツ
院
長
の
故
郷
ロ
リ
ニ
ャ
ル

村
」
を
執
筆
し
た
。

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
、「
カ
ナ
ダ
研
究
入
門
Ａ
」
と
「
カ
ナ
ダ
研

究
入
門
Ｂ
」（
い
ず
れ
も
代
表
：
水
戸
考
道
法
学
部
教
授
）
の
初
回

の
授
業
で
、
関
西
学
院
と
カ
ナ
ダ
の
歴
史
的
関
係
に
つ
い
て
講
義
し

た
。

　

同
窓
団
体
等
か
ら
依
頼
を
受
け
て
お
こ
な
っ
た
講
演
は
次
の
三
件

で
あ
る
。

①
「
原
田
の
森
の
奇
跡
」、
原
田
の
森
・
三
日
月
会
、
二
〇
一
九
年

四
月
二
四
日
、
神
戸
風
月
堂
。

②
「『
ベ
ー
ツ
宣
教
師
の
挑
戦
と
応
戦
』
の
表
と
裏
」、
関
西
学
院
同

窓
会
東
京
支
部
三
日
月
会
、　

二
〇
一
九
年
一
〇
月
二
三
日
、
東

京
銀
座
オ
フ
ィ
ス
。

③
「
関
西
学
院
と
カ
ナ
ダ
、
一
一
〇
年
」
宗
教
活
動
委
員
会
教
育
研

究
部
会
、
二
〇
一
九
年
一
二
月
一
六
日
、
大
学
院
一
号
棟
。

　

宣
教
師
の
子
孫
と
の
交
流
に
関
し
て
は
、
今
年
度
秋
学
期
も
カ
ナ

ダ
研
究
客
員
教
授
と
し
て
来
学
さ
れ
た
ポ
ー
ル
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
さ

ん
（
Ｄ
・
Ｒ
・ 

マ
ッ
ケ
ン
ジ
ー
ご
曾
孫
）
と
情
報
交
換
を
行
っ
た
。

遺
品
の
中
か
ら
、
お
祖
母
様
が
も
っ
と
も
お
好
き
だ
っ
た
と
い
う
九

谷
焼
の
置
物
（
恵
比
寿
さ
ん
と
大
黒
さ
ん
）
を
お
持
ち
に
な
り
、
ご

寄
贈
く
だ
さ
っ
た
（
旧
院
長
室
に
て
展
示
中
）。
大
学
博
物
館
に
は
、
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版
画
と
Ｄ
・
Ｒ
・
マ
ッ
ケ
ン
ジ
ー
の
着
物
を
ご
寄
贈
く
だ
さ
っ
た
。

さ
ら
に
、
三
月
二
四
日
か
ら
二
七
日
ま
で
、
ア
リ
シ
ア
・
ア
ン
ダ
ー

ウ
ッ
ド
さ
ん
（
Ｊ
・
Ｃ
・
Ｃ
・
ニ
ュ
ー
ト
ン
ご
来
孫
）
が
交
換
留
学

で
愛
知
淑
徳
大
学
に
向
か
う
前
に
関
西
学
院
に
立
ち
寄
ら
れ
、
院
長

や
神
学
部
長
を
表
敬
訪
問
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
舟
木　

讓
）

「
関
西
学
院
の
戦
前･
戦
中･

戦
後
」

　

井
上
琢
智
主
任
研
究
員
は
、
神
崎
驥
一
第
五
代
院
長
の
伝
記
執
筆

の
た
め
の
資
料
収
集
を
今
年
も
継
続
し
た
。
今
年
度
、
実
地
調
査
は

で
き
な
か
っ
た
も
の
の
、
基
本
資
料
で
あ
る
編
纂
室
所
蔵
の
神
崎
驥

一
『
日
記
』
の
翻
刻
を
開
始
し
た
。
翻
刻
経
験
の
あ
る
本
学
卒
業
生

に
委
託
し
て
の
事
業
で
あ
り
、
す
で
に
一
九
一
九
年
お
よ
び
二
〇
年

の
前
半
の
翻
刻
を
終
え
、注
記
を
開
始
し
て
い
る
。
こ
の
時
代
の『
日

記
』
に
は
、神
崎
驥
一
が
渋
沢
栄
一
の
招
聘
に
よ
っ
て
一
時
帰
国
し
、

渋
沢
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
国
際
連
盟
協
会
と
の
関
わ
り
や
高
等

商
業
学
部
長
と
し
て
の
仕
事
の
一
端
が
書
か
れ
て
い
て
興
味
深
い
。

な
お
、
本
誌
本
号
に
掲
載
し
て
い
る
「
戦
間
期
関
西
学
院
に
お
け
る

『
恒
久
平
和
』
運
動
に
つ
い
て
―
神
崎
驥
一
、
乾
精
末
と
国
際
連
盟

協
会
、
排
日
移
民
法
、
太
平
洋
問
題
調
査
会
、
軍
事
教
練
―
」（
下
）

に
お
い
て
は
デ
ジ
タ
ル
版
『
渋
沢
栄
一
伝
記
資
料
』
を
用
い
た
神
崎

＝
渋
沢
の
交
流
関
係
を
記
述
し
て
い
る
が
、
そ
の
交
流
関
係
を
神
崎

驥
一
側
資
料
で
裏
付
け
る
作
業
で
も
あ
る
。
こ
の
翻
刻
事
業
は
長
期

に
わ
た
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
順
次
『
関
西
学
院
史
紀
要
』
に
掲
載

す
る
予
定
で
あ
る
。

　

寿
岳
文
章
を
軸
と
す
る
関
西
学
院
文
学
部
の
英
文
科
の
教
育
・
研

究
を
「〔
研
究
ノ
ー
ト
〕
関
西
学
院
〔
高
等
学
部
文
科
〕
の
英
語
教

育
と
研
究
―
寿
岳
文
章
を
め
ぐ
る
人
び
と
―
」
と
し
て
、
一
二
月

一
四
日
、
長
岡
京
市
中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
向
日
庵
・
公
開
研
究
会
で
報
告
し
た
。
こ
の
報
告
は
、「
戦

間
期
関
西
学
院
に
お
け
る
『
恒
久
平
和
』
運
動
」
と
同
時
期
に
関
西

学
院
高
等
学
部
文
科
・
文
学
部
で
行
わ
れ
て
い
た
英
文
学
の
教
育
・

研
究
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
双
方
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
で
、
戦
間
期
の
関
西
学
院
の
社
会
運
動
、
教
育
・
研
究
の
実

態
の
一
端
を
明
ら
か
に
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
向
日
庵
講
演
会
（
二
月
二
三
日
、
京
都
キ
ャ

ン
パ
ス
プ
ラ
ザ
）
で
の
講
演
「
寿
岳
文
章
と
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ブ
レ
イ

ク
研
究
―
日
常
生
活
の
思
想
家
―
」（
佐
藤
光
東
京
大
学
教
授
院
総

合
文
化
研
究
科
教
授
）
の
記
録
が
『
超
域　

文
化
科
学
紀
要
』（
東

京
大
学
／
駒
場
、
二
四
）
で
掲
載
さ
れ
、
学
院
史
編
纂
室
に
保
存

さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
同
法
人
発
行
の
『
向
日
庵
』（
三
号
、
二
～
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三
一
頁
、
二
〇
二
〇
）
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
同
誌
は
こ
れ
ま
で

の
講
演
・
公
開
研
究
会
の
記
録
集
で
あ
る
。 　

　

ま
た
、
二
〇
二
〇
年
三
月
刊
行
予
定
の
『
母
校
通
信
』
に
「
向
日

庵
と
寿
岳
文
章
・
し
づ
夫
妻
」
を
投
稿
し
た
。

　

岩
野
祐
介
研
究
員
は
、
担
当
す
る
神
学
部
科
目
で
あ
る
「
日
本
キ

リ
ス
ト
教
史
Ｂ
」
に
お
い
て
、
明
治
期
～
戦
後
ま
で
の
キ
リ
ス
ト
教

主
義
大
学
に
つ
い
て
扱
う
回
の
中
で
、訓
令
十
二
号
と
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・

ス
ク
ー
ル
の
対
応
、
関
西
学
院
の
対
応
を
教
え
て
い
る
。
ま
た
、
神

学
部
科
目
「
メ
ソ
ジ
ス
ト
の
伝
統
と
神
学
部
」
で
は
、
一
九
六
八
～

一
九
七
〇
年
頃
の
学
園
闘
争
期
に
お
け
る
関
西
学
院
、
特
に
神
学
部

の
動
向
に
つ
い
て
、
か
な
り
詳
し
く
年
表
や
復
刻
資
料
な
ど
を
用
い

な
が
ら
講
義
を
行
っ
て
い
る
。

　

辻
学
研
究
員
は
、
一
九
八
〇
年
代
に
神
学
部
教
授
と
し
て
関
西
学

院
に
在
籍
し
た Jam
es E. Crouch 

宣
教
師
の
活
動
内
容
を
中
心

と
し
て
、
当
時
の
神
学
部
、
さ
ら
に
他
の
各
学
部
が
、
宣
教
師
に
ど

の
よ
う
な
教
育
上
の
役
割
を
期
待
し
、
ま
た
実
際
に
与
え
て
い
た
の

か
を
調
査
し
た
。
調
査
内
容
は
次
年
度
に
文
章
化
し
て
公
表
す
る
予

定
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
井
上
琢
智
）


